
 

2019年 11月 8日 

各 位 

株式会社北洋銀行 

 

 

2019年度「ほっくー障がい者スポーツ基金」贈呈式を開催します 
～北海道の障がい者スポーツ選手・団体等に総額 326万円を贈呈します～ 

 

北洋銀行は、2019 年度「ほっくー障がい者スポーツ基金」贈呈式を下記のとおり開催し、北海道の  

障がい者スポーツに取り組む選手・団体等 9先へ総額 326万円の寄付金を贈呈します。 

「ほっくー障がい者スポーツ基金」は、「パラスポーツ応援債」（2017 年 2 月取扱開始）発行金額の

0.2％相当額を、道内の障がい者スポーツ活動に取り組む選手・団体等に寄付を行うものです。      

寄付先は、「ほっくー障がい者スポーツ基金選定協議会※」での協議の上、決定しました。 

当行は、2020 年の東京パラリンピックに向けて、地域のお客さまと共に障がい者スポーツを支援する 

とともに、CSRを経営の重点課題と位置づけ、「地域社会への貢献」に引き続き取り組んでまいります。 

 

※選定の妥当性・公平性・透明性を図るため、北海道、札幌市、公益財団法人北海道障がい者スポーツ協会、  

一般社団法人札幌市障がい者スポーツ協会、株式会社北海道新聞社、当行により構成。 

 

記 

 

 日 時：  11月 20日（水） 15時 

 

 場 所：  北洋大通センター ４階セミナーホール（札幌市中央区大通西 3丁目 7番地） 

 

 式次第：   (1) 挨 拶 

取締役会長 石井 純二 

(2) 目録贈呈 

(3) 来賓祝辞 

北海道 環境生活部長 築地原 康志 様 

札幌市 スポーツ局長 中田 雅幸 様 

(4) 贈呈先代表挨拶 

ライフル射撃選手 鈴木 努 様 

 

 贈呈先：   9先（別紙） 

以 上 
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 ① 北海道を拠点として活動している 
 ② 特定企業からスポーツ活動資金支援を受けていない 
 ③ 国内外の競技大会で上位の成績を収め、今後の活躍が期待される 

   2019年度 寄付先のご紹介 

 「パラスポーツ応援債」 について 

 
 

発行企業さま（お客さま）に私募債を発行いただくことにより、北洋銀行が「ほっくー障がい者スポーツ
基金」を通じて、道内の障がい者スポーツ活動に取り組む団体等に寄付金を贈る社債です。 

 
 

発行企業さま 
（お客さま） 

 
（発行支援） 

資金拠出 

ほ
っ
く
ー
障
が
い
者 

ス
ポ
ー
ツ
基
金 

＜選定協議会＞ 
・ 北洋銀行 
・ 北海道 
・ 札幌市 
・ 北海道障がい者スポーツ協会 
・ 札幌市障がい者スポーツ協会 
・ 北海道新聞社 

 

私募債発行額の0.2％相当額を寄付 

道
内
の
障
が
い
者 

ス
ポ
ー
ツ
選
手
・
団
体
等 

私募債発行 

 2019年度 寄付先について 

2018年度のパラスポーツ応援債発行合計金額が16億3千万円となり、寄付額は326万円と
なりました。寄付先の選定に際し、「ほっくー障がい者スポーツ基金選定協議会」にて寄付目的に
関する2つのカテゴリーを設定し、2019年度寄付先を次の9先に決定しました。 

                     カテゴリー１：世界を目指す選手の応援 

① 鈴木 努 選手    （射撃） ⑤ 平野井 渉 選手 （アルペンスキー） 

② 青柳 伶奈 選手   （クロスカントリースキー） ⑥ 三好 宏樹 選手 （アルペンスキー） 

③ 戸島 寿々香 選手 （クロスカントリースキー） ⑦ 髙橋 来海 選手 （バドミントン） 

④ 繁泉 鯉句 選手   （パラアイスホッケー）   

  

カテゴリー2：障がい者スポーツの普及・振興活動への支援 

①  公益財団法人北海道障がい者スポーツ協会 ②  一般社団法人札幌市障がい者スポーツ協会 
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鈴木 努（すずき つとむ）選手 【札幌市在住】 

２．活動の概要 
 【競技を始めたきっかけ】 
  
 
   
   
 【主な競技成績】 
  2018年度中日本ピストル射撃競技大会兼パラ・エア種目ライフル射撃競技  
                                         R4 2位   
  2018年度中日本ピストル射撃競技大会兼パラ・エア種目ライフル射撃競技  
                                         R5 2位      
  三重県営ライフル射撃場リニューアル開場1周年記念大会 10mS60MW SH2 1位      
  三重県営ライフル射撃場リニューアル開場1周年記念大会 10mP60MW SH2 1位    

１．選手プロフィール 
• 競  技  ライフル射撃 
• 障 が い  頚椎等損傷による左上肢機能の全廃 
  
 
 
 

 受傷前(2003年)にライフル射撃の経験があり、受傷後(2004年)障害 

 があっても出来ることを知らずに諦めてしまった。2016年に知人から障害が 
 あってもライフル射撃が出来ることを知り再び競技を始めました。 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３．寄付金の使い道 
  合宿や試合の遠征費 
    
 

青柳 伶奈（あおやぎ れな）選手 【当麻町在住】 

１．選手プロフィール 
• 競  技  クロスカントリースキー 
• 障 が い  知的障害 
  
 
 

 

 強化指定選手 

２．活動の概要 
 【競技を始めたきっかけ】 
 北海道美深高等養護学校あいべつ校に入学し競技部に加入。 
 日本障害者スキー連盟 II日本チームコーチの富士原教諭の指 
 導を受けてクロスカントリースキーの楽しさを知り、競技に打ち込む 
 ようになりました。 

 
 【主な競技成績】 
 ・2018全日本障害者ノルディックスキー競技大会  優勝 
  ・2018INAS（国際知的障害者スポーツ連盟） 
  スキー世界選手権大会 女子リレー2位、ミックスリレー3位 
  ・2019全日本障害者ノルディックスキー競技大会  優勝  
  ・2019INASスキー世界選手権大会 女子リレー３位 
   
 

 
 
 
 
 
 
 

３．寄付金の使い道 
  海外でのプログラムキャンプ参加の遠征費と用具購入費 
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戸島 寿々香（とじま すずか）選手 【旭川市在住】 

２．活動の概要 
 【競技を始めたきっかけ】 
 北海道美深高等養護学校あいべつ校に入学し競技部に加入した。 
 日本障害者スキー連盟 II日本チームコーチの富士原教諭の指導 
 や青柳選手からの刺激を受けながらクロスカントリースキーの楽しさを 
 知り、さらに競技に打ち込むようになりました。 

  
【主な競技成績】 
 ・2018全日本障害者ノルディックスキー競技大会  3位 
  ・2019全日本障害者ノルディックスキー競技大会  2位 
  ・2019INAS （国際知的障害者スポーツ連盟） 
  スキー世界選手権大会 女子リレー3位 
 

 
 
 

１．選手プロフィール 
• 競  技  クロスカントリースキー 
• 障 が い  知的障害 
  
 
  

 

３．寄付金の使い道 
  海外でのプログラムキャンプ参加の遠征費と用具購入費 

  
 
 

 強化指定選手 

繁泉 鯉句（しげいずみ りく）選手 【苫小牧市在住】 

１．選手プロフィール 
• 競  技  パラアイスホッケー（北海道ベアーズ 所属） 
• 障 が い  脳性麻痺による運動機能障害  
  
 
  

  
 
 
 
 

 強化指定選手 

２．活動の概要 
 【競技を始めたきっかけ】 
 小学校の時の先生に誘われて始めました。 
 
 【主な競技成績】 
 大会未出場のため、競技実績はありません。 

３．寄付金の使い道 
 海外遠征費や合宿費用、トレーニング費用 
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平野井 渉（ひらのい わたる）選手 【札幌市在住】 

３．寄付金の使い道 
 海外合宿の費用と競技用具購入費 

 
 
 

２．活動の概要 
 【競技を始めたきっかけ】 
 父親に連れられてスキーを始め、大会に出場して成績が 
 良かったのでやる気になり、本格的に始めました。 
 

 【主な競技成績】 
 2018 INAS （国際知的障害者スポーツ連盟） 
 世界大会（ポーランド） SL2位   
 GS4位 SG2位  総合2位     
 2019 日本IDアルペンスキー選手権大会 
 GS1位 SL２位  

   

１．選手プロフィール 
• 競  技  アルペンスキー 
• 障 が い  知的障がい 
  
 
  

  

  強化指定選手 

三好 宏樹（みよし ひろき）選手 【札幌市在住】   

１．選手プロフィール 
• 競  技  アルペンスキー 
• 障 が い  ダウン症 
  
  
 
２．活動の概要 
 【競技を始めたきっかけ】 
 友人に誘われて大会に出場した事がきっかけになり、もっと速く滑りたいと 
  思い続けています。 

  
 【主な競技成績】 
 2018 INAS(国際知的障害者スポーツ連盟)の世界大会 
（ポーランド）ダウン症のカテゴリーで、 SL2位 GS2位 SG1位 
 2019 INAS世界大会(フランス) ダウン症カテゴリーで、SL3位 
 GS2位 

  
   
   

３．寄付金の使い道 
  合宿や遠征の費用と競技用具（スキー、ブーツ）購入費 
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髙橋 来海（たかはし くるみ）選手 【札幌市在住】  

１．選手プロフィール 
• 競  技  バドミントン  (一般社団法人日本デフバドミントン協会所属） 
• 障 が い  聴覚障害 
  
  
 
 

２．活動の概要 
 【競技を始めたきっかけ】 
 小学３年生からはじめ、高校の部活動に打ち込んでいます。 
  
 【主な競技成績】 
 2018年 アジア太平洋デフユース選手権    混合ダブルス準優勝 
                                                       女子シングルス3位 
 2019年 世界デフユースバドミントン選手権 混合ダブルス5位 
                                                      シングル ベスト16 
 第五回世界デフバドミントン選手権            ダブルス5位   

                                                       シングル ベスト16   

３．寄付金の使い道 
 合宿や国際大会の遠征費用、ウェア購入費 
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 公益財団法人 北海道障がい者スポーツ協会 
１．団体について 
 設立           1985年7月 

 代表者名   会長 相馬秋夫    
 団体構成員数 役員21人 会員248人 
 所在地    札幌市中央区北2条西7丁目 かでる２・７ ４階 
 連絡先     011(261)6970 

 ２．活動の概要 
【団体の目的】 

 北海道における障がいのある人のスポーツの普及と振興を図り、スポーツを通じた体力づくりや仲間づくりによる 
 社会参加を啓発するとともに、健康で生きがいのある地域社会の実現に努め、福祉の向上と健全な社会の 
 発展に寄与することを目的として活動。 
 

 【主な事業内容】 
 ・はまなす車いすマラソン、北海道障がい者スポーツ大会等の各種スポーツ大会の開催 
 ・全国大会への選手派遣 
  ・スポーツ教室・スポーツ指導者育成講習会の開催 
 ・2015年より、当行と北海道との包括連携協定に基づく協働事業である「北洋銀行スポーツ応援事業」の 
  事業実施主体として同事業を運営中（2015年から） 
 

 【2019年度の事業計画】 
 ◆大会開催・派遣事業 
 ・第57回北海道障がい者スポーツ大会                
 ・はまなす車いすマラソン2019                            
 ・第30回北海道障がい者水泳大会             
 ・第33回北海道身体障がい者ゲートボール大会     
 ・第19回全国障害者スポーツ大会北海道選手団派遣 
 ◆教室開催、指導者養成事業 
 ・障がい者スポーツ教室                                    
 ・障がい者スポーツ競技指導者研修会 
 ◆団体助成事業 
 ・障がい児者スポーツ団体助成 

３．寄付金の使い道 
 道内における障がい者スポーツを活性化させるうえで「スポーツに親しむ」という環境作りが必要とされますが、近
年はパラリンピック等の国際大会の注目度からも、広域な北海道の各地域より「未来のアスリートを育成する環
境作り」の礎として、スポーツ教室の開催希望が多く寄せられています。スポーツ教室を限られた予算で道内各
地で実施していますが新たな地域や新たな競技スポーツの教室を展開するうえで、基金を充当いたします。 

・第39回北海道障がい者冬季スポーツ大会 
・第34回北海道身体障がい者アーチェリー競技大会  
・第31回北海道障がい者卓球競技大会 
・第31回北海道障がい者ボウリング大会  

・全道巡回障がい児者スポーツ教室 
・初級障がい者スポーツ指導員養成講習会  
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 一般社団法人札幌市障がい者スポーツ協会 
１．団体について 
 設立          1995年３月７日 
 代表者名   会長 浅香博文    
 団体構成員数 11(会員団体数) 
 所在地    札幌市西区二十四軒２条６丁目１番１号札幌市身体障害者福祉センター内 

 連絡先    011(612)1184 

 ２．活動の概要 
【団体の目的】 

 札幌市内の障がい者に対するスポーツの普及と振興を図り、障がい者の福祉の増進に寄与すること  
 を目的とする団体。1995年に任意団体として創立、2001年に社団法人として設立。2012年に現 
 組織となる。 
 

【主な事業内容】 

 ・障がい者スポーツ大会の開催や派遣 
 ・スポーツ教室やスポーツ指導者養成のための講習会の開催 
 ・障がい者スポーツの助成、育成等 
 

 【2019年度の事業計画】 
 ・札幌市障がい者スポーツ大会等の大会開催 
 ・全国障害者スポーツ大会や北海道・東北ブロック予選会等の大会派遣 
 ・障がい者スポーツ指導員の養成講習会や研修会 
 ・スポーツ教室 
 ・障がい者スポーツ大会や出場の助成、スポーツクラブ育成 
 ・スポーツ協会だよりの発行 

３．寄付金の使い道ほか 
 ・初級障がい者スポーツ指導員養成講習会 
 ・スポーツ大会、出場助成 



発行企業名 代表者 住所

札幌オーナーズ株式会社 代表取締役  森 賢一 札幌市白石区東札幌２条５丁目７番５号

株式会社道東清掃 代表取締役  吉田 俊之 釧路市愛国西３丁目３３番４号

株式会社秀岳荘 代表取締役社長  小野 浩二 札幌市白石区本通１丁目南２番１４号

株式会社森賃貸住宅サービス 代表取締役  森 活夫 室蘭市高砂町５丁目１６番５号

株式会社サトービル 代表取締役社長  佐藤 尚彦 釧路市住之江町２番１号

株式会社耕電設 代表取締役  千葉 昌子 室蘭市中島町４丁目１７番３３号

日本観光商事株式会社 代表取締役  平泉 宏 石狩市花川南３条１丁目２１番地１４

岩下産業株式会社 代表取締役  岩下 浩子 札幌市西区八軒７条西１１丁目２番２２号

株式会社アイ・ユウ・システム 代表取締役社長　槇 和也 北広島市大曲工業団地４丁目２番地６

株式会社ハラノ 代表取締役  原野 正広 札幌市白石区平和通９丁目北１７番３号

株式会社ネオメディックス 代表取締役  清造 良文 札幌市白石区菊水７条２丁目７番１号

グリーン工業有限会社 代表取締役  加地 忠夫 札幌市西区西野６条６丁目１２番１１号

有限会社旭川高齢者グループホーム 代表取締役  田中 稔力 旭川市花咲町７丁目４０５６番地の５

アイ・ティ・エス株式会社 代表取締役  河瀬 恭弘 札幌市中央区北５条西１２丁目２番地

リノベ札幌株式会社 代表取締役  羽田野 朗子 札幌市中央区北５条西１８丁目１番４号

株式会社ホッコウ 代表取締役  宮本 悦朗 札幌市中央区北４条西１５丁目１番１８号

株式会社ソレイズ 代表取締役  髙田 元気 札幌市東区北３８条東１５丁目１番２２号

株式会社ＴＫ・ワークス 代表取締役  瀧澤 肇 苫小牧市三光町２丁目２０番１４号

株式会社サンケミ 代表取締役  佐々木 久利 札幌市白石区菊水４条３丁目２番４０号

北海道磁気印刷株式会社 代表取締役  中島 善行 札幌市中央区北２条西２０丁目２番３３号

株式会社オガワ 代表取締役  三浦 朝光 函館市田家町５番３４号

株式会社ｎｉｃｅ 代表取締役  巣内 佳幸 札幌市中央区宮の森１条１１丁目２番

株式会社オートプラザ髙橋 代表取締役  髙橋 成人 釧路市大楽毛１丁目１１番１号

山下不動産建設株式会社 代表取締役  山下 哲史 札幌市中央区北１条西１０丁目１番２１号

有限会社スージーパーカー 代表取締役  荒井 三明 札幌市北区北７条西７丁目１番３３号

株式会社ヤマコウ工業 代表取締役  林 孝俊 北広島市中央２丁目１番地２

株式会社平和恒産 代表取締役  鈴木 善一 千歳市千代田町６丁目８番地

「パラスポーツ応援債」発行企業一覧
（企業名の公表に応諾いただいたお客さまのみ）

（ 発行日順 ) 

【別紙】 


